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本書の内容

通り抜ける音が、巷の情動に響きわたる
数十年の停滞ののち再起した、路上の巡回広告業ちんどん屋。
大阪の路地裏、震災後の仮設住宅、脱原発集会など、
様々な場に集う情緒、力、関係が、〈ヒビキ〉によってあらわになる。
初のちんどん屋研究書。

音が生み出す空間と社会的つながり 著者 阿部 万⾥江（あべ まりえ）
1979年生まれ。民族音楽学者。
ボストン大学音楽学科教授。
専門はサウンド・スタディーズ、人文地理学、
ポピュラー音楽研究など。高校から海外生活、
カリフォルニア州立大学バークレー校大学院
博士課程修了。

訳者 輪島 裕介（わじま ゆうすけ）
1974年生まれ。音楽学者。
大阪大学大学院人文学研究科教授。専門は
ポピュラー音楽研究、近現代音曲史。
『創られた「日本の心」神話』（光文社新書）で、
サントリー学芸賞受賞。

こころ

Resonances of Chindon-Ya （by Marié Abe） から初邦訳。
巻末に、音楽学者・細川周平氏の解説付き！

第３章 想像共感の音を出す
１ 移り行く近代性の地理
２ 音の商売と想像共感
３ 町廻り
４ ヒビキ
５ ちんどん屋を雇う
６ 反個人主義の美学
７ 即興について
８ 洗練された不器用さ
９ 聞き流されるために雇われる
10 響きと公共的親密性
11 ちんどん屋の不安定な聴衆

第４章 ちんどん屋を政治化する
１ ちんどんに触発されたプロジェクト
２ 公共空間の危機
３ 情動的類似性を探り当てる
４ まつりごと

第５章 沈黙の響き
１ 街頭抗議におけるちんどん屋
２ ちんどん屋の音の労働
３ 自粛の沈黙
４ 生存の政治を音にする
５ 賑やかさと生存の倫理

エピローグ 響きのアフォーダンス

推薦の辞――林幸治郎／大熊ワタル

日本語版への謝辞――阿部万里江

プロローグ 始まり

序章 ちんどん屋の響き
１ 音の哲学者であり路上の民族誌家

としてのちんどん屋
２ ちんどん屋の音と歴史
３ 今日のちんどん屋
４ ちんどん屋の曖昧さ
５ 本書一連の問い
６ ヒビキ／響き
７ 方法についての覚書
８ 章立て

第１章 歩く歴史
１ 身体化されたヘテロフォニー
２ 歩く技術
３ 街のリズム

第２章 魅惑を上演する
１ 民族誌的おとぎ話
２ ちんどん屋、他者性、同質性
３ 大衆を歴史化する
４ 懐かしさ、無垢、差異


